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豪雪災害に伴う自主避難所の開設 

 

○自主避難所を開設する場合 

・東北電力より停電復旧まで 12 時間以上かかる見込みである旨連絡があった場合 

・その他、避難が必要と認められる事案が発生した場合 

 

○自主避難所について 

自主避難所は、市が発令する避難情報によらず、事前に避難を希望する市民を対象に一時的に

開設する避難所。 

自主避難所に避難する際は、食糧や日用品を避難者に持参してもらい、備蓄品からは毛布等の

資機材を提供。 

 

○自主避難所として開設する避難所 

  停電している地域に最も近い防災活動拠点施設 

  ⇒①市民センター、②小学校、③その他の順位で開設場所を検討 

 

○使用する資機材等 

  暖房設備として、毛布、ストーブ、照明設備として、発電機、投光器の使用を想定 

 

○避難所開設の周知 

   市ホームページや市公式 LINE、フェイスブック、X で開設に関する情報発信をするとともに、停電地

域の町会・町内会⾧へ情報提供し、必要に応じて広報車による広報活動を実施 

 

○電力復旧後の対応（避難所の閉鎖） 

   停電が復旧した際は避難所を閉鎖するが、夜間に停電が復旧した際は、避難者の意向を確認の

うえ、翌朝７時まで開設 

 

 



自主避難所第一開設候補位置図

北部地区農村環境改善センター

油川市民センター

西部市民センター

沖館市民センター

中央市民センター鶴ヶ坂分館

孫内農村センター

旧大栄小学校

浪岡中央公民館

荒川市民センター 横内市民センター

中央市民センター

ユーサ浅虫

東部市民センター

戸山市民センター

古川市民センター

大野市民センター


